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（2） 牧之原だより　第44号

　組合員の皆さま、並びに国、県、関係市各位には日頃より本改良区の事業推進、及び運営に対し
ましてご理解、ご支援を賜り深く感謝申し上げます。
　さて、本年産の一番茶は、春先から大変暖かい日が続いたことから、摘採の開始は、例年に比べ
て一週間から10日程度早いスタートとなり、凍霜害もなかったことから順調に生育し、高品質な内

容のお茶が生産されました。しかし、茶価は、短期集中型の生産で相場は軟調に推移し、本年も厳しい結果となり、相場
の低迷は、農家の生産意欲をそぐことが一層懸念されます。
　こうした厳しい状況ですが、当地区における茶業の競争力強化は、茶園の集積・集約化と共に、大区画化等、区画整理
事業を進め、牧之原台地の未来に向け、生産性の高い茶園の基盤造りが重要課題であると考えます。
　こうした中、昨年成立した改正土地改良法では、担い手への農地の集積・集約に向け、茶園の貸借に掛かる農地中間管
理事業と区画整理事業を一体的に取り組む制度が創設されました。当改良区では、農家、県、関係市、ＪＡと連携して、
この制度を活用した区画整理事業を積極的に推進して参ります。
　ところで、揚水機場をはじめ導水路、調整水槽、幹線水路等の基幹水利施設は、国営事業として昭和53年度着手し、平
成９年度までの間、総事業費325億円を投じて完了し、当改良区で管理・操作業務を受託しています。
　施設は、耐用年数が超過し、機能低下している水管理施設・電気設備の更新や、腐食による劣化から漏水の危険性があ
る用水路等の改修を行うことにより、施設機能の維持及び維持管理の軽減を図ることを目的に、平成23年度から国営造成
土地改良施設整備事業を実施しており、本年度をもって完了する運びとなりました。この間、国、県、関係市の皆様には
深いご理解を頂き厚く感謝すると共に、本事業完了後の管理に一層の責任の重さを感じるところであります。
　一方、県営事業で整備されました末端施設の老朽化も進んでいます。施設利用者の多くを占める茶農家の経営環境は厳
しいものがありますが、施設を安心して利用できるよう日常の点検業務をはじめ老朽化した施設の整備手法等の研究を進
めて参ります。
　結びに、関係の皆さまには､ 今後とも牧之原地区の茶業をはじめとする農産物安定生産のために更なるご支援、ご協力
をお願い申し上げ､ ご挨拶と致します。

理事長あいさつ

　平成30年３月に開催された総代会において、当土地改良区表彰規程に基づき、15年以上水利施設の適切な維持に努
め、その運営が他の模範となる組合に対して、その功績を称えて理事長表彰が行われました。

◆組合表彰　₁₄組合　（順不同）　※畑地用水組合省略
・第５安田（金谷地区）　・三栗（榛原地区）　・静谷２３（榛原地区）
・伏方原（榛原地区）　・片浜海岸（相良地区）　・倉沢１－２（菊川地区）
・倉沢１－３（菊川地区）　・１２工区山の神（菊川地区）
・有ヶ谷（浜岡地区）　・荒沢（浜岡地区）　・岩地（浜岡地区）
・尾高（御前崎地区）　・御前崎４工区（御前崎地区）　・新神子（御前崎地区）

牧之原畑地総合整備土地改良区
理事長　伊 藤 壽 一

　平成29年度通常総代会は、平成30年３月28日㈬に島田市金谷夢づくり会館において開催されました。会議は午前９
時30分より染谷副理事長の開会挨拶で始まり、伊藤理事長からの挨拶の後に理事長表彰を行いました。続いて当日ご
臨席をいただいた来賓の方々から祝辞が述べられ議事に入りました。議事は、議長に島田市の渡辺誠総代が選出され、
平成28年度決算関係及び平成29年度補正関係等で18件が上程され、議決案件については平成30年度予算関係を含む９
件が上程され、全議案ともすべて原案どおり可決決定され、滞りなく終了しました。

承認第１号～８号　会計細則の一部改正､ 平成28年度事業報告書､ 一般及び特別会計収支決算関係
承認第９号～16号　平成29年度　一般及び特別会計の補正予算(第１次～第３次)関係
承認第17号　　　　監査細則の一部改正について
承認第18号　　　　農地転用決済金単価の改正について
第１号議案　　　　国営造成土地改良施設整備事業（特別監視制度）
　　　　　　　　　の事業費改訂について
第２～５号議案　　平成30年度　一般及び特別会計収支予算関係
第６号議案　　　　平成30年度　賦課金の徴収時期及び方法について
第７号議案　　　　平成30年度　金銭の預入先について
第８号議案　　　　平成30年度　借入金について
第９号議案　　　　附帯決議

平成２９年度　通常総代会報告　～全議案とも原案どおり可決～

総 代 会 提 出 議 案

組合表彰された方々

平成２９年度　土地改良区理事長表彰
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平成28年度 一般会計

平成30年度 一般会計

平成28年度 管理費特別会計

平成30年度 管理費特別会計

決算

予算

収入総額：732,499千円
支出総額：729,632千円

差額残高：2,867千円
（次年度へ繰越）

収　入 支　出

収入
732,499
千円

支出
729,632
千円

組合費
91,094千円
（12.44％）

事務費・
事務所費・選挙費
48,940千円
（6.71％）

繰出金
17,484千円
（2.39％）

徴収費・その他
4,506千円（0.62％）

事業費
5,331千円
（0.73％）

分担金及び
負担金
586千円
（0.08％）

市負担金
634,749千円
（86.65％）

繰入金
3,711千円
（0.51％）

諸収入・その他
105千円
（0.01％）

繰越金
2,840千円
（0.39％）

借入金償還
652,785千円
（89.47％）

収入総額：604,696千円    支出総額：604,696千円

収　入 支　出

収入
604,696

千円

支出
604,696

千円

組合費
60,569千円
（10.01%）

事務費・
事務所費・選挙費
53,302千円
（8.81%）

繰出金
33,082千円
（5.47%）

徴収費・その他
5,790千円（0.96%）

事業費
8,944千円
（1.48%）

分担金及び
負担金
2,087千円
（0.35%）

市負担金
537,795千円
（88.94%）

繰入金
4,329千円
（0.71%）

諸収入・その他
3千円

（0.01%）

繰越金
2,000千円
（0.33%）

借入金償還
501,491千円
（82.93%）

収入総額：410,534千円
支出総額：405,022千円

差額残高：5,512千円
（次年度へ繰越）

収　入 支　出

収入
410,534
千円

支出
405,022
千円

受託料
79,901千円
（19.46%）

負担金
1,858千円
（0.45%）

使用料
28,754千円
（7.00%）

負担金
2,110千円（0.52%）

施設管理費
69,806千円
（17.24%）

電気料金
33,445千円
（8.26%）

整備補修費
36,815千円（9.09%）

繰入金
290,671千円
（70.80%）

諸収入・その他
676千円
（0.16%）

繰越金
3,562千円
（0.87%）

補助金・交付金
5,112千円
（1.25％）

財産管理費・その他
262,846千円
（64.90%）

収　入 支　出

収入
155,916

千円

支出
155,916

千円

管理賦課金
40,800千円
（26.17%）

補助金・交付金
5,641千円
（3.62%）

財産管理費・その他
2,340千円
（1.50%）

施設管理費
75,684千円
（48.54%）

受託料
63,094千円
（40.47%）

繰入金
40,589千円
（26.03%）

負担金　710千円（0.46%）
使用料　1,900千円（1.22%）

諸収入・その他
2,182千円
（1.40%）

繰越金
1,000千円
（0.64%）

整備補修費
35,721千円
（22.92%）

電気料金
39,826千円
（25.54%）

負担金
2,345千円（1.50%）

収入総額：155,916千円    支出総額：155,916千円

　平成30年３月22日㈭ホテルセンチュリー静岡において、第61回通常総代会並びに土地改良功労者表彰式が開催され
ました。当土地改良区からは３名の方々が功労表彰を受賞されました。この受賞は、多年にわたり土地改良事業への
貢献が評価されたものです。
　引き続き土地改良区の運営等に益々のご尽力・ご協力を願うところであります。

◆受賞者
・鈴木 利政理事　・鈴木 啓允前理事　・渡辺 義鋪前監事

平成29年度　県土地改良事業団体連合会 功労者表彰
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　今年３月に開催の総代会で決定された取り組みの一つとして、「水
み

土
ど

里
り

茶
さ

話
わ

会
かい

」があります。これは、総代及び役員の
改選を期に、用水組合から選出された総代の皆さんから組合員の意見要望を伺い、その対応策を探る機会として懇談会を
開催するものです。
　初めての開催となる今回は、７月９日より８月８日まで、夜間９地区９会場において、意見交換の場を持ちました。当
日は、県志太榛原農林事務所及び中遠農林事務所並びに関係市担当課等の方々にも出席をお願いし、延べ183人の方にご
出席いただきました。今回の水

み

土
ど

里
り

茶
さ

話
わ

会
かい

は、牧之原地区における耕作放棄地の問題をはじめ、畑地用水組合の組織運営
や受益地の取扱いをテーマに、たくさんのご意見をいただき、貴重な機会となりました。
　来年度以降も毎回テーマをもって「水

み

土
ど

里
り

茶
さ

話
わ

会
かい

」を開催する予定です。土地改良区としては、総代の皆さまからいた
だいた提案や要望から課題を整理し、対応策を検討して、出来る事からスピード感をもって対処する考えでいます。
　また、土地改良区だけでは対応出来ない課題もたくさんありますので、国や県、関係市、管内農協などの協力を得なが
ら、補助制度などを活用し、組合員の負担軽減が図られるよう、協力要請をしていきたいと考えます。
　そして毎年開催しています畑地用水組合長会議にも、この水

み

土
ど

里
り

茶
さ

話
わ

会
かい

での結果や内容をご報告し、組合運営に役立つ
情報発信や農家負担のない中間管理機構を通じての区画整理事業などの取り組みにより、荒廃農地の歯止めや減少に向け
て推進します。
　さらには、現賦課金制度の検証と新たな賦課制度への検討も視野に入れ、組合への説明をし、ご理解、ご協力を得て行
けるように考えています。

水
み

土
ど

里
り

茶
さ

話
わ

会
か い

の開催趣旨及び状況

御前崎地区

榛原地区

相良地区

浜岡地区

島田地区

菊川地区

小笠地区

金谷地区

掛川地区

各 地 区 別 開 催 状 況 の 様 子
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県単独農業農村整備事業

【改修前】 【改修後】

➡

➡

➡

圧
力
タ
ン
ク
バ
ル
ブ

加
圧
機
場
の
屋
根

Ｆ
Ｐ
流
入
管
付
け
替
え

○県単独農業農村整備事業（農業用用排水機械設備修繕）
・土地改良事業で造成された機械設備の修繕。
・受益面積５ha以上で、整備補修費が50万円以上200万円未満の小規模な補修を行う場合。
・補助率：県が１／３負担　　※残り２／３が組合負担となります。

○土地改良施設維持管理適正化事業
・団体営規模以上の土地改良事業により造成された施設の整備補修。
・加圧機場に設置されている、ポンプ、電動機、電気設備等の整備補修費で200万円以上掛かる場合。
・補助率：国が30％、県が30％負担します。　※残り40％が組合負担となり５年間の返済となります。
・定期点検を実施していることが必要条件となります。

　現在、用水組合で管理されているファームポンド以降の施設について、設置後長い年月が経過している工区では施設機
器類の経年劣化による補修整備が必要となってきております。
　土地改良区では、補修整備に係る組合負担を軽減するため次の補助事業を紹介しています。
　詳しいことは土地改良区管理課へお問い合わせいただくか、水土里ネット牧之原のホームページ内『施設補修整備の補
助事業について』をご覧ください。
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　牧之原畑地総合整備土地改良区の皆様には、日頃より農業農村振興施策の推進ならびに当事
務所の業務に格段のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、今年は数えて明治150年にあたるそうですが、牧之原台地に維新政府が最初の鍬を入

れてからもほぼ同じ年月が経過したことになり、こうした節目に、平成23年度から実施してまいりました国営造成
土地改良施設整備事業「牧之原地区」の完了を迎えるに至りましたことは、ひとえに、牧之原畑総土地改良区をは
じめ、静岡県や関係市の皆様のご支援、ご協力の賜と衷心より感謝申し上げます。
　本事業は、昭和53年度から平成９年度まで実施された、国営農業水利事業「牧之原地区」で整備した川口取水工
や牧之原揚水機場、幹支線用水路、各種水槽および水管理システム等について、総事業費20億19百万円で補修、更
新することにより、これら施設の長寿命化と維持管理費等の負担軽減を図り、もって、牧之原農業の維持、発展お
よび経営の安定に寄与することを目的としております。
　本事業の最終年度となります今年度は、予算３億９千万円により、牧之原揚水機場の電気設備等の整備、川口取
水工耐震対策工事及び調整水槽の流入弁等の整備を実施することとしております。
　かつて牧之原開墾方の隊長であった中条景昭が、「牧之原の茶の肥やしになる」といって神奈川県令への就任を
辞退したとされていますが、このようにして拓かれた牧之原の大茶園が将来に亘って引き継がれていきますよう、
本事業の成果も牧之原の肥やしにならんことを強く願っております。
　当事務所といたしましても、引き続き施設の監視や機能診断、水利権の更新等の対応を適切に行ってまいる所存
ですので、今後とも皆様のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

ごあいさつ 関東農政局 西関東土地改良調査管理事務所
所長　木 村 　 充

　平成29年度は、川口予備取水工耐震対策建設工事のうち予備取水工の耐震対策工事、管理橋の落橋防止装置設置
工事、牧之原揚水機場の３・４号ロート弁並びに油圧源装置の整備と１・２号ポンプケーシング内面の補修、管水
路マクロセル腐食対策残り全ての工事を実施しました。
　平成30年度は、川口予備取水工耐震対策建設工事のうち制水工の耐震対策工事、受電設備整備工事、牧之原揚水
機場の１・２号ロート弁並びに液体抵抗器の整備と掛川調整水槽緊急遮断弁更新工事、調整水槽の流入弁・ゲート
の動作機器類の整備工事を進めて参ります。

国営造成土地改良施設整備事業牧之原地区の工事状況について

　国営造成土地改良施設整備事業（特別監視制度）は、国が造成した基幹的水利施設等のうち機能低下が顕著な施
設を対象に補修・補強などの対策工事を適時実施することにより、施設機能の維持及び維持管理の軽減を図るものです。

国営造成土地改良施設整備事業　～ 特別監視制度適用「牧之原地区」 ～

◆平成30年度の主要工事予定（平成2₉年度補正含む）
・川口予備取水工耐震対策建設工事（２ヶ年国債、共同施設）
・掛川調整水槽バルブ施設整備工事
・牧之原揚水機場受電設備整備工事
・牧之原揚水機場バルブ設備整備その２工事
・牧之原揚水機場電動機設備整備工事
・調整水槽バルブ設備他整備工事
・金谷吐水槽他ゲート設備整備工事

◆事業の進捗状況
総事業費：2,019百万円（改定後）
工　　期：平成23 ～ 30年度
進 捗 率：80.7％（H29まで）

◆平成30年度の事業予算と工事計画
平成30年度：390百万円（H29補正含む）
〔その外、上・工水からの受託費　あり〕

川口取水工：扶壁工設置 揚水機場：ポンプ内部整備 揚水機場：ロート弁整備
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農地中間管理事業を活用した区画整理事業

　日頃より組合員並びに関係の皆様方におかれましては、農業農村整備事業の推進に御支援や
御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
　今年は、春先の気象も安定し早い一番茶シーズンの到来となり、茶の品質も良く収穫量も多

かったのですが、荒茶の平均単価は昨年を下回りました。茶業を取り巻く環境は、依然として厳しい状況が続いて
おりますが、一方でドリンク原料、有機栽培、抹茶等、国内外で新たな需要が伸びております。消費者の多様なニー
ズに応えることにより消費を拡大できる可能性は十分あります。
　そのためには、生産、加工、販売で新しい発想や柔軟な対応が必要となります。特に本地域では、生産コスト削
減が重要な課題であり、人口減少や高齢化社会の到来により、今の半分以下の農業者で同じ面積の茶園を管理しな
ければならなくなることを想定すると、分散した茶園の集積・集約を進め、大型機械の能力を十分に発揮できる茶
園の整備や、IoTを活用した大型機械の自動運転や栽培管理等のイノベーション（技術革新）への対応が必要です。
　農林水産省は、農業の担い手へ農地の集積・集約化を加速化するために新たな区画整理事業※を創設しました。
この制度は、水田、畑、果樹園とすべての農地で活用でき、国をあげての人口減少や高齢化対策であることをご理
解いただき、新たな茶業の展開を図るきっかけとしていただきたいと考えております。 
　県は、牧之原畑地総合整備土地改良区管内で、「牧之原地域の茶園基盤整備に関する検討会議」を立ち上げ、関
係機関との連携により地域の農業者と調整を図りながら、更なる基盤整備の実現に向けた取組を積極的に進めてま
いります。また、産地の強化にも取り組んでまいりますので、これまで以上の御支援と御協力をお願い申し上げます。

１ 概要
　農地中間管理機構は、農地の集積・集約化を促すために、
借り受けた農地を農業の担い手への貸付を行う。農地中間管
理機構が借り受けた農地のうち、基盤整備が十分に行われて
いない農地について、県が大規模経営や高度利用を可能とす
る区画整理等の生産基盤整備事業を行う。この場合は、貸借
の農業者ともに基盤整備事業の負担金を求めないが、以下の
事業要件を満たす必要がある。
２ 事業要件
⑴事業対象農地のすべてに、農地中間管理権を15年以上設定
⑵各団地の合計（事業実施範囲）が10ha以上で、かつ、各団
地が1ha以上（平地）［中山間地は団地合計5ha以上、各団
地は0.5ha以上］
⑶事業対象農地の8割以上を事業完了後５年以内に担い手へ
集団化
⑷事業完了後10年以内（果樹園の場合）に事業実施区域の販
売額が20％以上向上又は生産コストが20％以上削減

３ 事業内容
（1） 主たる事業
① 区画整理　②農地造成

（2） 付帯整備（主たる事業を実施する区域内のみで実施可能）
①用水路・排水路 　②農道（耕作道）　③客土 
④暗渠排水　⑤土層改良

４ 補助率
　（H30機構関連型事業要件を満たした場合）

５ 問い合わせ先
　（事業要件を満たすために指導助言をいたします）
⑴牧之原畑地総合整備土地改良区　（TEL 0547-36-8000）
⑵志太榛原農林事務所農村整備課　　（TEL 054-644-9123）
⑶中遠農林事務所農村整備課　　　　（TEL 0538-37-2290）　

ごあいさつ 静岡県志太榛原農林事務所
所長　塚 本 忠 士

※農地中間管理機構関連農地整備事業について

島田市西原地区（平成29年度完成）　 ６地区（島田市・牧之原市）で事業採択に向けた打合せが行われている

国（%） 県（%）市町（%）農業者（%） 備　考

補助率 62.5 30.0 7.5 -
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下記の場合に提出書類が、必要となります。

1宅地や店舗等に転用する
場合
2公共用地（道路等）に転
用する場合

【提出書類】
❶農地転用通知書
❷確約書
❸資格得喪通知書

事務局からのお知らせ

施設管理研修会の開催について 管理区分の見直しについて

　県営事業により造成された施設を、日頃より用水組合で維
持管理をしていただいている施設の操作及び点検方法等につ
いて講師を招いて、現地にて研修会を開催しますので、お知
らせいたします。
１．開 催 日…平成31年１月25日㈮午前、午後（各１回）
２．対象工区…第２、第３ステ－ジ実施工区（東名北側工区）　　
　　　　　　　※東名南側工区は、次年度開催予定
３．研修内容…ポンプ設備及び末端施設の操作、点検方法等
４．参加募集…往復ハガキにて参加募集を行

い、とりまとめます。
５．参加人数…各工区２名程度

　改良区では、用水組合の厳しい運営状況
を鑑み、用水組合の負担軽減として管理区
分の見直しを行いました。今までの組合管
理していたフロ－トバルブや流入管などの
ファ－ムポンド流入施設について、平成31
年度より改良区で補修整備を行います。　
改良区の予算にも限りがありますので、緊
急性を考慮し、予算の範囲内で順次実施し
ていきますので、ご理解、ご協力をお願い
します。

1農地の売買、贈与、
交換など所有権を移
転したとき

2農地を農地以外に変
更するとき

3経営移譲年金受給す
るとき

農地転用及び組合員得喪資格の変更には手続きが必要！

●農地転用するときに必要な提出書類

●組合員資格得喪通知の提出が必要な場合


